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1.環境経営方針

環 境 経 営 方 針
制定日：平成 26 年 10 月 1 日

改訂日：令和元年 10 月 1 日

株式会社 佐久間

代表取締役社長 佐久間 仁宣

<環境経営理念>

株式会社佐久間は、限りある資源を大切にし、地球環境を守るというリサイクルの理念のもと、主

に家庭や事業所から発生する一般廃棄物を受け入れ、選別加工し、再資源化・再商品化するこ

とを社業としております。今後も資源有効利用促進法のもと、ゴミゼロエミッション(ゴミを出さない)に

取り組み、地球環境にやさしい循環型社会形成に貢献するエキスパートとして、社会的責務と役

割を果たしていく所存です。

また、日々の業務においても下記の取り組みを行い、更なる努力を続けてまいります。

<環境経営方針>

１．環境経営システムの構築及び取り組みを行い、継続的改善を図ります。また、環境関連の

法令、条例等の規制事項も遵守し、環境活動の継続的改善を図っていきます。

２．環境経営目標及び環境経営計画として下記の事項に取り組み、必要に応じて見直し、環境

経営方針に整合した活動を行っていきます。

1 事務所や現場作業において排出する紙くず、プラスチック類、鉄くず、ガラスくず、木くず等

の分別を極限まで細分化し、更なるリサイクルの推進を行っていくことにより、最終処分される

ゴミの削減をしていきます。

また、環境負荷低減に努め、限りある地球資源を守ります。

②電力使用量削減に努めながら太陽光発電等の新エネルギー利用・導入を検討し、車両・

重機の燃料削減、低公害型への転換による省エネルギーの推進をしていきます。

③事務所及び現場作業場における用水の適正使用及び節水の推進を行っていきます。

④事務所で利用する事務用品や現場作業上必要とする消耗品等はリサイクル品を積極的に

使用し、その後も再利用できる社内フローを確立し、リサイクル商品利用・促進を行っていき

ます。

３．上記内容を全従業員に周知し、環境意識の向上を図るとともに、社外に開示いたします。

以 上
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2.組織の概要等

1)組織の概要

(1)事業所名及び代表者

株式会社 佐久間

代表取締役社長 佐久間 仁宣

(2)所在地

千葉県千葉市美浜区新港 232

(3)法人設立年月日

昭和 51 年 11 月 16 日

(4)資本金

7000 万円

(5)事業概要

①古紙再生処理業務

②容器包装リサイクル法による収集、受託および再生処理業務

③重要機密書類処理業務

④その他紙製容器包装選別再商品化業務

前各号に付帯する一切の業務

(6)売上高

約 3,912 百万円(46 期)

仕入実績(46 期)

古紙： 130,936t

ﾘｻｲｸﾙ： 11,721t

（7）従業員数 96 名

(8) 環境管理責任者名・連絡先・認証/登録範囲

環境管理責任者 ﾄｰﾀﾙｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 牧田

連絡先 電話 043-420-6501 FAX 043-420-6506

e-mail info@e-sakuma.jp

※エコアクション対象範囲：全組織・全活動を認証/登録範囲とする。
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(9)処理工程図

(10)組織図

平成 20 年 10 月制定

最終改定 令和元年 10 月 1 日改正

内
部
監
査
チ
ー
ム



5

体制図の役割について

代 表 者 ：環境経営ｼｽﾃﾑへの取り組みを実施する為の環境を整える

・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者任命、環境経営方針の誓約、実施体制の構築・

各自の役割/責任/権限を定めて従業員へ周知、全体の評価と

見直し・指示

・経営資源の用意、経営における課題とﾁｬﾝｽを明確にする

内部監査チーム：環境経営ｼｽﾃﾑ運用に関する内部監査の計画・実施・報告

環境管理責任者：ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの要求事項を満たす環境経営ｼｽﾃﾑの構築・運営する際

の総括管理責任者

・環境管理ｼｽﾃﾑの構築・実施・管理

→環境への負荷・取組の自己ﾁｪｯｸ・法規制等の遵守状況の確認

→環境経営活動実施計画・実績確認・評価、問題点の是正、

予防処置に関する指示と改善や見直しに必要な処置

・取組結果の代表者への報告、環境関連外部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの窓口

営業所環境責任者 ： 営業所における運用に関しての責任者

(ｴｺｱｸｼｮﾝ推進委員) ・営業所における環境管理ｼｽﾃﾑの実施、従業員に対する緊急

事態への訓練、環境目標及び環境活動計画の実施・達成状況

の報告、問題点の是正・予防措置

環 境 事 務 局：ｼｽﾃﾑ運用を進める全体のｻﾎﾟｰﾄ・集計・連絡窓口

・環境への負荷・取組の自己ﾁｪｯｸの作成、環境関連法規等の

取りまとめ遵守状況ﾁｪｯｸﾘｽﾄの作成、従業員に対する教育訓練

の実施、文書及び記録の管理保管・環境管理責任者へ報告

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

全 従 業 員 ：各部門においてシステムの運用を実施する

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・自主的・積極的に環境活動へ参加し、目標達成を目指す
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(11)認証・登録事業所所在地、事業概要

本社 住所 千葉市美浜区新港 232

千葉営業所

住所 千葉市稲毛区山王町 208-1

事業概要 取扱品目の運搬、選別・圧縮･梱包、出荷

取扱品目 古紙類

敷地面積 4,150 ㎡

車両・重機 車輌 4台、重機 7台、古紙プレス機 1台

木更津営業所

住所 木更津市潮見 3-10-5

事業概要 取扱品目の運搬、選別･圧縮・梱包、出荷

取扱品目 古紙類、紙製容器

敷地面積 2,785 ㎡

車両・重機 車輌 4台、重機 4台、古紙プレス機 1台

木更津ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

住所 木更津市潮浜 2-6-9

事業概要 取扱品目の選別･圧縮、出荷

取扱品目
ペットボトル、瓶、缶、その他プラスチック製

容器包装

敷地面積 2,636 ㎡

車両･重機 重機 2台、梱包機・プラント設備計 2台

君津ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

住所 君津市坂田浜ノ作 39-11

事業概要 取扱品目の選別･圧縮･梱包、再商品化業務

取扱品目
古紙類、ペットボトル、その他プラスチック製

容器包装

敷地面積 4,867 ㎡

車両･重機 重機 4台、古紙プレス機・減容機計 2台

佐倉ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

住所 佐倉市大作 1-2-2

事業概要 取扱品目の運搬、選別･圧縮･梱包、出荷

取扱品目
重要機密書類、紙製容器包装、ペットボト

ル、その他プラスチック製容器包装

敷地面積 4,472 ㎡

車両･重機
車輌5台、重機9台、古紙プレス機・減容機・

破砕機計 3台

新千葉ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

住所 千葉市美浜区新港 232-2

事業概要 取扱品目の運搬、選別･圧縮･梱包、出荷

取扱品目 古紙類、ペットボトル

敷地面積 5,700 ㎡

車両･重機
車輌 4 台、重機 5 台、古紙プレス機・減容機

計 2台
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白井ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

住所 白井市平塚水上台 2761-10

事業概要 取扱品目の運搬、選別･圧縮･梱包、出荷

取扱品目
古紙類、ペットボトル、その他プラスチック製

容器包装、瓶、缶

敷地面積 3,700 ㎡

車両･重機
車輌 1 台、重機 4 台、古紙プレス機・減容機

計 2台

印西ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

住所 印西市松崎台 1-6

事業概要 取扱品目の運搬、選別･圧縮･梱包、出荷

取扱品目
古紙類、ペットボトル、その他プラスチック製

容器包装、瓶、缶

敷地面積 3,004 ㎡

車両・重機 重機 4台、古紙プレス機・減容機計 2台

佐倉古紙ｾﾝﾀｰ

住所 印旛郡酒々井町上本佐倉向台 8-2

事業概要 取扱品目の選別･圧縮･梱包、出荷

取扱品目 古紙類

敷地面積 2,372.94 ㎡

車両・重機 重機 3台、古紙プレス機 1台

ﾄｰﾀﾙｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

(T.I.C)

住所 四街道市四街道 1544-2

事業概要 上記部門事務総括機関

敷地面積 1,332 ㎡

車両・重機 車輌 1台

2)許可･登録の内容

一般廃棄物処理施設設置許可証

木更津営業所 施設の種類 ごみ処理施設(選別・圧縮・梱包施設)

廃棄物の種類 紙製容器包装

許可番号 13-1 許可年月日 平成 13 年 4 月 20 日

木更津ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 施設の種類 ごみ処理施設(選別・圧縮・梱包施設)

廃棄物の種類 一般廃棄物(瓶カレット、アルミ缶、スチール缶

及びペットボトル、容器包装プラスチック)

許可番号 24-3 許可年月日 平成 24 年 11 月 30 日

佐倉ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 施設の種類 ごみ処理施設(選別、圧縮、梱包施設)

廃棄物の種類 可燃ごみ(古紙全般、プラスチック類)

許可番号 14-11 許可年月日 平成 15 年 2 月 20 日

施設の種類 ごみ処理施設(選別・破砕・圧縮・梱包施設)

廃棄物の種類 可燃ごみ(古紙及び廃プラスチック類)



8

許可番号 14-12 許可年月日 平成 15 年 2 月 20 日

印西ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 施設の種類 ごみ処理施設(圧縮・梱包施設)

廃棄物の種類 古紙、ペットボトル、容器包装プラスチック

許可番号 27-7 許可年月日 平成 27 年 9 月 1 日

新千葉ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 施設の種類 ごみ処理施設(圧縮梱包施設)

廃棄物の種類 廃ペットボトル、古紙

許可番号 2019-001-

1-119

許可年月日 令和元年 11 月 25 日

一般廃棄物処分業許可証

木更津ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 事業の範囲 中間処理(選別･圧縮・梱包)

許可の期間 令和 4年 5月 8日～令和 6年 5月 7日

廃棄物の種類 一般廃棄物(瓶カレット、アルミ缶、スチール缶

及びペットボトル、容器包装プラスチック)

営業区域 木更津市内

佐倉ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 許可番号 一廃第 28 号

許可の期間 令和 5年 4月 1日～令和 7年 3月 31 日

廃棄物の種類 一般廃棄物処分業

(可燃ごみ：古紙及び廃プラスチック)

新千葉ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 許可番号 第 13 号

許可の期間 令和 4年 9月 15 日～令和 6年 9月 14 日

廃棄物の種類 一般廃棄物処分業

(可燃ごみ：古紙及び廃プラスチック)

廃棄物再生事業者登録証明書

千葉営業所

登録年月日 平成 7年 3月 31 日

登録番号 No.17 号

事業の内容 古紙に係る再生業

新千葉ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

登録年月日 平成 28 年 9 月 4 日

登録番号 No.178 号

事業の内容 ペットボトルに係る再生業

木更津営業所

登録年月日 平成 8年 10 月 17 日

登録番号 No.27 号

事業の内容 古紙に係る再生業

君津ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

登録年月日 平成 12 年 9 月 13 日

登録番号 No.55 号

事業の内容 古紙に係る再生業

PET ボトルに係る再生業

その他プラスチック製容器包装に係る再生業
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佐倉ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

登録年月日 平成 13 年 2 月 13 日

登録番号 No.61 号

事業の内容 古紙に係る再生業

白井ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

登録年月日 平成 14 年 2 月 12 日

登録番号 No.71 号

事業の内容 古紙、その他プラスチック製容器包装に係る

再生業

印西ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

登録年月日 平成 20 年 9 月 16 日

登録番号 No.149 号

事業の内容 ペットボトル、プラスチック製容器包装に係る

再生

特定施設設置届受理書

君津ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 佐倉ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 白井ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 佐倉古紙ｾﾝﾀｰ

騒音・振動 騒音・振動 騒音・振動 騒音・振動

平成 13 年 5 月 24 日

受理

平成 14 年 5 月 2 日

受理

平成17年 7月 26日

受理

平成 21 年 2 月 6 日

受理

新千葉ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

騒音・振動

平成 29 年 3 月 10 日

受理

その他認証・登録内容

・その他紙製容器包装再商品化事業者(選別事業者)

・ PETﾎﾞﾄﾙﾌﾚｰｸ再商品化事業者

3.環境経営目標及び実績

基準年：44 期 令和元年 10 月～令和 2年 9月

電力使用量：『1,358,688kWh』

燃料使用量：『218,112ℓ』

CO2 排出量：『1,200,963 ㎏-CO2』

廃棄物排出量：『38.60t』

用水使用量：『7,732 ㎥』
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中長期 (令和 2年 10 月～令和 5年 9月)

電力使用量削減：令和 2年 10 月～令和 5年 9月において

『基準年の使用量』 の 3年分『2,280,625kWh』 以下

燃料使用量削減：令和 2年 10 月～令和 5年 9月において

『基準年の使用量』 の 3年分『393,618ℓ』 以下

CO2排出量：令和 2年 10 月～令和 5年 9月において

『基準年の使用量』の 3年分『2,066,620 ㎏-CO2』

廃棄物排出量削減：令和 2年 10 月～令和 5年 9月において

『基準年の排出量』 の 3年分『74.2t』以下

用水使用量削減：令和 2年 10 月～令和 5年 9月において

『基準年の使用量』 の 3年分『15,454 ㎥』以下

・全社合計

環境

経営

目標

基準値；

令和元年１０月

～

令和２年９月

目標 実績

目標比
通期

平成元年１０月～

令和２年９月

運用期間

令和３年１０月～

令和４年９月

評価

1.二酸化炭素削減

①電力

使用量

削減

1,358,688kWh

<排出量：618,203

（kg-CO2）>

1,358,688Wh

< 排 出 量 ： 618,203

（kg-CO2）>

1,110,428kWh

<排出量：507,465

（kg-CO2）>

○ 81.7％

②軽油

使用量

削減

218,112ℓ

<排出量：562,729

（kg-CO2）>

218,112ℓ

< 排 出 量 ： 562,729

（kg-CO2）>

188,368ℓ

<排出量：485,989

（kg-CO2）>

○ 86.3％

CO2 総

排出量

1,200,963

（kg-CO2）

1,200,963

（kg-CO2）

1,010,850

（kg-CO2）

○ 84.1％

2.廃棄物排出量削減

38.6t 38.6t 36.6ｔ ○ 94.8％

3.用水使用量削減

7,732 ㎥ 7,732 ㎥ 8,146 ㎥ △ 105.3％

※購入電力の排出係数・ ・ ・ （ 基準値 ・目標 ） 0.455kg-CO2/kWh （実績 ）

0.457kg-CO2/kWh

※評価・・・目標比 108％以上 ⇒ × 100％～107％ ⇒ △

1％～99％ ⇒ ○

※ｶﾞｿﾘﾝの利用もありますが、軽油使用量に比べれば少ないものである為、省略させ

ていただいております。

総評： 今回の環境経営レポートでは基準値・目標値は（44 期）、実績値は（46 期）との

比較としております。

ただし、購入電力の排出係数は基準値・目標値は 0.455 ㎏-ＣＯ2/ｋｗｈ、実績

値は 0.457 ㎏-ＣＯ2/ｋｗｈで算出をしている為、二酸化炭素排出数量は減少し
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ている形となりました。

また、廃棄物排出量も減少している形となりました。

要因として、再生資源の回収・収集量が減少した事により再生資源または廃棄

物の再資源化等が減少となったため廃棄物排出量が減少しました。

しかし、用水量は飛散防止による散水や安全対策のためプレス品の荷崩れ防

止によりプレス品の膨張による番線切れ防止のため用水量を多く使用した事

により基準値・目標値を上回る形となりました。

環境経営目標については、今後も基準値より削減できるよう、継続的に削減意

識を持ち、実施していく事に努めていきます。

次年度につきましては各々の値上げの影響もあり、無駄な電気、燃料、用水の

使用の節制は更に進めていきます。また、廃棄物については市況動向によりさ

らに増加する可能性がありますが、余剰な廃棄物が排出されないよう、前年同

様に会社全体で取り組んでまいります。

4.主要な環境経営計画内容と取り組み結果の評価

(令和３年１０月～令和４年９月)

環境目標 取組項目 評価

1.二酸化炭素削減

電力使用量の削減 不要照明の消灯 ○ 今後も継続

運転中止時の電源

オフ

○ 今後も継続

エアコン温度調節 ○ 今後も継続

使用していないパ

ソコンの電源オフ

○ 今後も継続

燃料使用量の削減 車両運転前確認の

徹底(呼びかけ)

○ 今後も継続

車両の走行距離の

低減(呼びかけ)

○ 今後も継続

アイドリングストップ

の徹底(呼びかけ)

○ 今後も継続

制限速度厳守(呼

びかけ)

○ 今後も継続

2.廃棄物排出量削減

廃棄物分別の徹底

(呼びかけ)

○ 今後も継続

量の把握(処分時) ○ 今後も継続
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3.用水使用量削減

散水時の節水(呼

びかけ)

○ 今後も継続

手洗い等事務所で

の節水(呼びかけ)

○ 今後も継続

4.ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進 ○ 今後も継続

5.再生品の推進 ○ 今後も利用継続

総評：少しでも削減していけるように会議等でも議題にし、社員への浸透や取り組みを

全営業所で行っております。これら取り組みを行う事で上記項目内容の削減効

果として電気使用量、軽油使用量、用水使用量など多くの項目で基準値よりも

削減できるよう努めています。

次年度について：今年度同様、値上げの影響も含め上記取組み内容を更に徹底し、

結果として環境保全に貢献していけるように今後も努めていきます

5．代表者の見直し及び評価(一部抜粋)

＜環境経営方針・環境経営目標について＞

・ 46 期は 44 期よりも大幅に削減できたものの 47 期は値上げの影響もあり更に無駄

な稼働などを抑える努力が必要となる。その為、47 期は更に削減意識を各従業員

がもつよう情報発信を強化し、会社にとって経費削減に貢献できるようにする。

＜その他の環境経営システムの各要素＞

・ 環境対策は企業において重要な問題である事から環境目標を達成するには必要

となる数量の確保、品質強化などは同時に進めながら対応を行っていく。

・ 佐久間でも今後は SDGｓの取組みを 47 期より進めていく。

6.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

環境関連法規への違反･訴訟は 3年間ありません。

＜当社対象となる環境関連法規＞

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律

・振動/騒音規制法

・資源の有効な利用の促進に関する法律

・容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律

・消防法

・道路交通法

・千葉県廃棄物の処理の適正化等に関する条例

・各市町村廃棄物の処理及び清掃に関する条例、環境基本条例 等
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これらのものについて遵守している状況となります。今後も環境関連法規等の遵守を

していきます。

--- 最後に ---

今後も限りある資源を大切にし、地球環境を守るというリサイクルの理念のもと、ＳＤ

Ｇｓの内容を交え、資源の安全や環境負荷の低減を進めていくのとともに環境活動を

行っていきます。

また、今後は令和4年に施行されたプラ新法による取引先市町村のゴミの分別収集方

法の変更により当社も機械設備を増やさざるを得ないかできる限り省エネタイプの設

備を導入していきます。

株式会社佐久間は、限りある資源を大切にし、今後も資源有効利用促進法のもと、ゴ

ミゼロエミッション(ゴミを出さない)に取り組み、地球環境にやさしい循環型社会形成に

貢献するエキスパートとして、社会的責務と役割を果たしていく為にエコアクション 21

への取り組みも含め物事に取り組んで行く所存です。

以 上




